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Enjoy Japanese Grammar !!

前
ぜん
回
かい
は、条

じょう
件
けん
「～と・～ば・～たら」の文

ぶん
について

それが「現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
」「判

はん
断
だん
」「働

はたら
きかけ」のいずれを

表
あらわ
すかを考

かんが
え、次

つぎ
のような結

けっ
果
か
を得

え
ました。

この結
けっ
果
か
から、「と」は現

げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
で用

もち
いられること

が多
おお
いが、命

めい
令
れい
や依

い
頼
らい
などの働

はたら
きかけをすることはでき

ないと言
い
えます。「ば」は現

げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
でも用

もち
いられるが、

判
はん
断
だん
文
ぶん
で用

もち
いられることが多

おお
く、働

はたら
きかけはできたり

できなかったりするようです。「たら」は判
はん
断
だん
でも

使
つか
われますが、働

はたら
きかけで使

つか
われることが多

おお
く、現

げん
象
しょう

描
びょう
写
しゃ
ではあまり使

つか
われないと言

い
えます。

では、次
つぎ
に理

り
由
ゆう
を表
あらわ
す「～から・～ので・～ために」

のとらえ方
かた
について見

み
ていきましょう。次

つぎ
の1～9の文

ぶん

は「現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
」「判

はん
断
だん
」「働

はたら
きかけ」のいずれかを表

あらわ

すように作
さく
文
ぶん
されていますが、文

ぶん
として適

てき
切
せつ
かどうか考

かんが

えてください。（今
こん
回
かい
の例

れい
文
ぶん
は1文

ぶん
ずつです。）

○や？が付
つ
けられましたか。では、今

いま
行
おこな
った判

はん
定
てい
を

もとに、次
つぎ
の表
ひょう
を完

かん
成
せい
させてください。

ちなみに、私
わたし
自
じ
身
しん
の判

はん
定
てい
の結

けっ
果
か
を下

した
に示

しめ
しておきます。

みなさんの結
けっ
果
か
と似

に
ていますか。それとも、かなり違

ちが
いますか。

今
いま
まで条

じょう
件
けん
表
ひょう
現
げん
と理

り
由
ゆう
表
ひょう
現
げん
について「現

げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
」

「判
はん
断
だん
」「働

はたら
きかけ」という三

みっ
つのとらえ方

かた
を見

み
て

きました。「～と」「～ば」「～たら」（または「～から」
「～ので」「～ために」）はそれぞれお互

たが
いに意

い
味
み
も文

ぶん
法
ぽう
的
てき

働
はたら
きもよく似

に
ています。このように似

に
ている表

ひょう
現
げん
を

「類
るい
義
ぎ
表
ひょう
現
げん
」と言

い
います。

類
るい
義
ぎ
表
ひょう
現
げん
はほかにもまだたくさんあります。みなさんも

ちょっと考
かんが
えてみてください。

類
るい
義
ぎ
表
ひょう
現
げん
が存

そん
在
ざい
する理

り
由
ゆう
としては次

つぎ
のようなことが

考
かんが
えられます。

「現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
・判

はん
断
だん
・働

はたら
きかけ」（2）

通
つう
信
しん
で習

なら
った項

こう
目
もく
：「は」と「が」、他

た
動
どう
詞
し
・自
じ
動
どう
詞
し
、受
うけ
身
み
、やりもらい、～てきた、～ていく、～ている、

～てある、～ために、～ように、～たら、～と、～て ～なくて／ないで、現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
・判
はん
断
だん
・働
はたら
きかけ

問
もん
題
だい
1：次

つぎ
のそれぞれの文

ぶん
が適

てき
切
せつ
なら○、不

ふ
適
てき
切
せつ
なら×、

どちらとも言
い
えない場

ば
合
あい
は？を（ ）の中

なか
に入

い
れて

ください。

「から」 現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

1. （ ）犯
はん
人
にん
が発

はっ
砲
ぽう
したから、警

けい
官
かん
が殺

ころ
された。

「から」 判
はん
断
だん

2. （ ）犯
はん
人
にん
はあわてたから、発

はっ
砲
ぽう
したのだろう。

「から」 働
はたら
きかけ

3. （ ）うるさいから、静
しず
かにしなさい。

「ので」 現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

4. （ ）犯
はん
人
にん
が発

はっ
砲
ぽう
したので、警

けい
官
かん
が殺

ころ
された。

「ので」 判
はん
断
だん

5. （ ）犯
はん
人
にん
はあわてたので、発

はっ
砲
ぽう
したのだろう。

「ので」 働
はたら
きかけ

6. （ ）うるさいので、静
しず
かにしなさい。

「ために」 現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

7. （ ）犯
はん
人
にん
が発

はっ
砲
ぽう
したために、警

けい
官
かん
が殺

ころ
された。

「ために」 判
はん
断
だん

8. （ ）犯
はん
人
にん
はあわてたために、発

はっ
砲
ぽう
したのだろう。

「ために」 働
はたら
きかけ

9. （ ）うるさいために、静
しず
かにしなさい。

現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

判
はん
断
だん

働
はたら
きかけ

と ◎ ○ ×

ば ○ ◎ ？

たら ？ ○ ◎

現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

判
はん
断
だん

働
はたら
きかけ

から

ので

ために

現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

判
はん
断
だん

働
はたら
きかけ

から ？ ○ ◎

ので ◎ ○ ？

ために ◎ ？ ×

～てもvs～のに、～あいだにvs～うちに、～べきだvs
～なければならない、なんかvsなんて、～を通

つう
じて

vs～を通
とお
して、ようやくvsやっとvsついに、などなど。
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文法
ぶんぽう
を楽
たの
しく !!

1）話
はな
しことばか、書

か
きことばか（文

ぶん
体
たい
）。

2）評
ひょう
価
か
が入

はい
るかどうか（プラス評

ひょう
価
か
・マイナス評

ひょう
価
か
）。

3）意
い
味
み
の幅

はば
の違

ちが
いはどうか。

4）時
じ
間
かん
的
てき
前
ぜん
後
ご
関
かん
係
けい
が存

そん
在
ざい
するかどうか。

5）語
ご
の成

な
り立

た
ちによるもの、などなど。

では、次
つぎ
にそれぞれについて見

み
ていきましょう。

「～たら」と「～ば」を比
くら
べると、「～たら」のほうが

話
はな
しことばとして使

つか
われることが多

おお
いですね。両

りょう
者
しゃ
の

違
ちが
いは文

ぶん
体
たい
（話

はな
しことばか、書

か
きことばか）によるところ

が大
おお
きいです。

（2）では、「～のに」には残
ざん
念
ねん
な気

き
持
も
ちや後

こう
悔
かい
の気

き
持
も
ち

が含
ふく
まれています。「～ても」にはそのような気

き
持
も
ちは

あまり感
かん
じられません。評

ひょう
価
か
が入

はい
るかどうかという点

てん
で、

両
りょう
者
しゃ
は異

こと
なっていると言

い
えます。

（3）では、「～べきだ」が自
じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
に使

つか
えない*のに

対
たい
して、「～なければならない」は自

じ
分
ぶん
のことにも使

つか
える

という違
ちが
いがあります。また、（4）では、「～べきだ」

には忠
ちゅう
告
こく
や助

じょ
言
げん
の意

い
味
み
はあるけれど、「～なければなら

ない」のような「当
とう
然
ぜん
そうなる」という意

い
味
み
はないと

いうことが言
い
えます。これらのことは両

りょう
者
しゃ
の意

い
味
み
の

幅
はば
が異

こと
なることを示

しめ
しています。

（1）この本
ほん
を（a.読

よ
んだら　b.読

よ
めば）わかる。

（2）勉
べん
強
きょう
（a.しても　b.したのに）だめだった。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
や質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。「ヤスコの日

に
本
ほん
語
ご
ハウス」という個

こ
人
じん
のホームページを開

ひら
いています。

英
えい
語
ご
の翻

ほん
訳
やく
も付

つ
いていますので、ぜひ活

かつ
用
よう
してください。ホームページのアドレスは、http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htmです。

（5）北
ほっ
海
かい
道
どう
に（a.行

い
ったら　b.行

い
くなら）、あの店

みせ
の

ラーメンを食
た
べよう。

（5）（6）は時
じ
間
かん
的
てき
前
ぜん
後
ご
関
かん
係
けい
が存

そん
在
ざい
するかどうかという

問
もん
題
だい
です。（5）の前

ぜん
件
けん
「北

ほっ
海
かい
道
どう
に行

い
く」と後

こう
件
けん
「あの店

みせ

のラーメンを食
た
べる」には時

じ
間
かん
の前

ぜん
後
ご
関
かん
係
けい
があります。

そこでは「～たら」も「～なら」も適
てき
切
せつ
になっていますが、

（6）のように、「北
ほっ
海
かい
道
どう
に行

い
く」と「飛

ひ
行
こう
機
き
に乗

の
る」が

同
どう
時
じ
に起

お
こる場

ば
合
あい
は、「～たら」は不

ふ
適
てき
切
せつ
になります。

つまり、「～たら」は前
ぜん
件
けん
が終

お
わってから後

こう
件
けん
が起

お
こる

ときに用
もち
いられるのに対

たい
し、「～なら」は時

じ
間
かん
的
てき
前
ぜん
後
ご

関
かん
係
けい
を必

ひつ
要
よう
としないと言

い
えます。

「通
とお
して」は語

ご
源
げん
的
てき
に「通

とお
す」、一

いっ
方
ぽう
、「通

つう
じて」は

「通
つう
じる」という動

どう
詞
し
から派

は
生
せい
しています。「通

とお
す」が

「彼
かれ
は主

しゅ
張
ちょう
を通

とお
した」のように意

い
志
し
的
てき
な意

い
味
み
合
あ
いを

持
も
つのに対

たい
し、「通

つう
じる」は「彼

かれ
の主

しゅ
張
ちょう
が通

つう
じた」

のように結
けっ
果
か
的
てき
な意

い
味
み
合
あ
いを持

も
ちます。（7）では「世

せ
界
かい

が広
ひろ
がった」という結

けっ
果
か
表
ひょう
現
げん
が、（8）では「どんどん

広
ひろ
げてください」という意

い
志
し
表
ひょう
現
げん
が来

き
ています。

どちらの場
ば
合
あい
も「を通

つう
じて・を通

とお
して」の両

りょう
方
ほう
が可

か
能
のう

ですが、意
い
志
し
や働
はたら
きかけを表

あらわ
す場

ば
合
あい
は、「を通

とお
して」の

ほうが「を通
つう
じて」より適

てき
切
せつ
に感

かん
じられます。

以
い
上
じょう
、1）～5）の類

るい
義
ぎ
表
ひょう
現
げん
の違

ちが
いについて見

み
て

きました。類義表現
るいぎひょうげん

の違
ちが
いを説

せつ
明
めい
する方

ほう
法
ほう
のもう一

ひと
つは、

前
ぜん
回
かい
と今

こん
回
かい
勉
べん
強
きょう
した「現

げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
・判

はん
断
だん
・ 働

はたら
きかけ」

というとらえ方
かた
です。よく似

に
た表
ひょう
現
げん
が、「現

げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
」

を表
あらわ
しているのか、話

はな
し手

て
の「判

はん
断
だん
」を表

あらわ
している

のか、相
あい
手
て
や他

た
者
しゃ
に対

たい
して「働

はたら
きかけ」をしている

のかによって使
つか
い分

わ
けられる場

ば
合
あい
も多

おお
く見

み
受
う
けられ

ます。

*「～べきだ」が「～べきだった」となると、「後こう悔かい」の気き 持も ち
を表
あらわ
し、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
のことにも使

つか
えるようになります。

（9）私
わたし
は学

がく
生
せい
時
じ
代
だい
にもっと勉

べん
強
きょう
するべきだった。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

角
つの
田
だ
三
み
枝
え
（2006）「「接

せつ
連
れん
接
せつ
とモダリティの階

かい
層
そう
」と

その応
おう
用
よう
」日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
vol.25

（3）私
わたし
はもっと勉

べん
強
きょう
（a.？するべきだ　b.しなければな

らない）。
（4）人

にん
間
げん
はいつかは（a.？死

し
ぬべきだ　b.死

し
ななければ

ならない）。

（7）インターネット（a .を通
つう
じて b .を通

とお
して）世

せ
界
かい
が

広
ひろ
がった。

（8）インターネット（a.を通
とお
して b.を通

つう
じて）どんどん

世
せ
界
かい
を広

ひろ
げてください。

（6）北
ほっ
海
かい
道
どう
に（×a.行

い
ったら　b.行

い
くなら）、飛

ひ
行
こう
機
き
に

乗
の
ったほうがいい。


